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研 究 科 教 授 会 議 事 要 旨  

日   時  平成２７年１０月２２日（木）１３時４３分～１６時５０分 

場   所    ユメンヌホール 

出 席 者   中道研究科長 

前迫、檜垣、山本、バイサウス、森川、赤井、篠原、釘原、臼井、権藤、青

野、日野林、金澤、志村、足立、八十島、中野、山田、友枝、川端、吉川、

牟田、ノース、山中、斉藤、稲場、辻、遠藤、中山、村上、シュベントカー、

中川、栗本、白川、藤川、三宮、老松、井村、岡部、西森、野坂、佐々木、

近藤、小野田、木村、志水、中澤、園山、高田、中村、澤村、千葉、藤目、

岡田、小林、三好、河森、大谷、ズグスタ、鈴木、福岡の各教員 

（計６２名） 

欠 席 者  苧阪、渥美、藤岡、野村の各教員（計４名） 

海外渡航者等 佐藤、森田、平沢の各教員（計３名） 

 〔議事に先立ち、前回（９月２５日）の議事要旨を確認した。〕 

                                    議  事 

（協議事項） 

１．研究科委員会の議決事項について 

  本日開催の研究科委員会の議決事項について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

２．人間行動学講座教授選考について（第１回） 

資料１に基づき、同講座教授候補者の選考経過、経歴等について説明があり、審議の結

果、次回継続して審議することとした。 

３．社会環境学講座准教授選考について（第１回） 

資料２に基づき、同講座准教授候補者の選考経過、経歴等について説明があり、審議の

結果、次回継続して審議することとした。 

４．共生学系教授選考委員会の立ち上げについて 

共生学系教授選考委員会を立ち上げる旨説明があり、審議の結果、これを承認した。 

５．留学生担当講師ポストを使用した講師選考委員会の立ち上げについて 

  留学生担当講師ポストを使用した講師選考委員会を立ち上げる旨説明があり、審議の結

果、これを承認した。なお、運営会議にて講師候補者の経歴等を勘案し、教授会での審議

手続きとして、１回の説明に基づき投票により、採用を決定することを承認している旨、

説明があり、審議の結果、これを承認した。 
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６．次期副研究科長の選出について 

  次期副研究科長の選出について、人数や役割について運営会議にて検討し、従来同様、2

名の副研究科長（うち 1 名は評議員）を選挙により選出することとした旨、報告があり、

審議の結果、これを承認した。また、今後の運営会議及び執行部の構成については柔軟に

検討できることとするよう、運営会議で承認した旨、報告があり、併せて承認した。 

７．研究科長選挙管理委員会及び過半数代表者選出のための教職員選出選挙管理委員会につ

いて 

  資料３に基づき、各学系から候補者の推薦があった旨、説明があり、審議の結果、就任

を承認した。 

８．学事暦改革について 

  資料４に基づき、学事暦改革について各部局に対して再度、新提案と意見照会があり、

各学系の意見を取りまとめたこと、また、教務委員会、運営会議の確認を経て、最終的に

資料のとおり回答することについて説明があり、審議の結果、これを承認した。 

９．運営会議、研究科委員会、研究科教授会、学部教授会の開催日程（案）について 

資料５に基づき、平成 28 年度の各種会議開催日程（案）について説明があり、審議の結

果、これを承認した。 

１０．運営会議及び教授会における資料の取扱いについて 

  資料の取扱いについて前回の教授会にて見直しを求める意見があったことから、運営会

議で検討した旨、説明があった。運営会議での意見を踏まえ、従来と同様の取扱いを継続

することについて提案があり、審議の結果、これを承認した。 

１１．教員の休職について 

  10 月末まで休職中の教員 1名について、引き続き平成 28年 3 月末まで休職となる旨説

明があり、審議の結果、これを承認した。 

１２．その他 

  なし。 

（報告事項） 
１．研究倫理教育の実施について 
  資料６に基づき、研究倫理教育について、今年度はCITI Japan プロジェクトのe-ラーニ

ング（基本コース 必須6単元）を、全教員と博士後期課程学生が各自受講することとした
旨、報告があった。また、1単元あたり20～30分程度かかること及び1年間で35万円かかる
ことについて補足説明があった。 

２．研究倫理研修・プレＦＤ研修の開催について 
  資料７に基づき、教育改革推進室セミナーとして、研究倫理研修・プレＦＤ研修を開催

予定であることについて報告があった。 

３．学生の海外渡航について 
  机上配付資料に基づき、教育研究のための学生の海外渡航については、研究倫理上の問
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題を意識する必要があり、担当教員と学生との間で危険情報も含めて十分検討し、帰国後
には必ず教務係へ報告するよう、あらためて注意喚起があった。また、社会人学生が本務
により海外へ渡航する場合においてはこの限りではない旨、確認がなされた。 

４．教員基礎データの更新について 
  人間科学研究科における教員基礎データの更新割合について報告があり、各教員にデー

タを更新するよう、依頼があった。 

５．各種委員会等報告について 
  各委員長・委員等から、２１件の報告があった。 
［学内関係］ 

（１）超高圧電子顕微鏡センター運営委員会（7.29） 

（２）遺伝子組換え実験安全委員会（9.3） 

（３）国際教育交流センター教授会（9.25） 

（４）吹田地区事業場安全衛生委員会（9.25） 

（５）全学教育推進機構会議（10.9） 

（６）図書館委員会（10.13） 

（７）教育改革推進会議（10.16） 

（８）吹田地区部局長会議（10.20） 

（９）教育研究評議会（10.20） 

（10）部局長会議（10.20） 
（11）吹田地区事務長会（10.13）
（12）その他
  ○男女共同参画推進委員会（9.30）
［部内関係］

（１）教育国際化推進委員会（9.10; 10.14） 

（２）教務委員会（9.29; 10.15） 

（３）心理教育相談室運営委員会（9.29） 

（４）運営会議（10.7; 10.21） 

（５）大学院入試運営委員会（10.15）

資料８に基づき、平成 28 年度大学院入試（秋期）における英語科目の入試ミスの概要と

対応策及び専門科目の出題、点検の在り方についての検討について、報告があった。

（６）第３年次編入学試験運営委員会（10.15） 

（７）防災対策委員会・部局安全衛生委員会（10.15） 

（８）施設マネジメント委員会 

（９）各室報告 

（10）その他 

  なし。 

６．教員の海外渡航について 
  資料９に基づき、11件の報告があった。 

７．その他 
  親交会について、会費の未納がある教員については、個別に連絡する旨、報告があった。 

                                     以上 


